
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】コストの増加を最小限に抑えつつ、より効率的

に温度分布の均一化を図る。

【解決手段】上下方向に冷媒を流通させるように且つ通

風方向前後に２列となるように複数配されるチューブ、

前記チューブ群の上端部と連通する第１、第２の上側タ

ンク部、前記チューブ群の下端部と連通する第１、第２

の下側タンク部、前記第１の上側タンク部と前記第２の

上側タンク部と連通させる連通路、前記第１の上側タン

ク部及び前記第２の上側タンク部の略中央部分を仕切る

仕切り手段、前記第１の上側タンク部の他方側の端部と

連通し外部から冷媒を流入させる流入口、前記第２の上

側タンク部の他方側の端部と連通し外部へ冷媒を流出さ

せる流出口を備えて構成される熱交換器において、前記

流入口の開口面積を前記流出口の開口面積よりも小さく

し、また前記流入口の開口中心が、前記流出口の開口中

心よりも上方に位置するようにする。

【選択図】図３

JP 2005-156095 A 2005.6.16



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 冷 媒 を 上 下 方 向 に 流 通 さ せ る よ う に 且 つ 通 風 方 向 前 後 に ２ 列 と な る よ う に 複 数 配 さ れ る
チ ュ ー ブ 、 前 記 チ ュ ー ブ の 一 方 の 列 の チ ュ ー ブ 群 の 上 端 部 と 連 通 す る 第 １ の 上 側 タ ン ク 部
、 前 記 チ ュ ー ブ の 他 方 の 列 の チ ュ ー ブ 群 の 上 端 部 と 連 通 す る 第 ２ の 上 側 タ ン ク 部 、 前 記 チ
ュ ー ブ の 一 方 の 列 の チ ュ ー ブ 群 の 下 端 部 と 連 通 す る 第 １ の 下 側 タ ン ク 部 、 前 記 チ ュ ー ブ の
他 方 の 列 の チ ュ ー ブ 群 の 下 端 部 と 連 通 す る 第 ２ の 下 側 タ ン ク 部 、 前 記 第 １ の 上 側 タ ン ク 部
と 前 記 第 ２ の 上 側 タ ン ク 部 と の 一 方 側 の 端 部 を 連 通 さ せ る 連 通 路 、 前 記 第 １ の 上 側 タ ン ク
部 及 び 前 記 第 ２ の 上 側 タ ン ク 部 の 略 中 央 部 分 を 仕 切 る 仕 切 り 手 段 、 前 記 第 １ の 上 側 タ ン ク
部 の 他 方 側 の 端 部 と 連 通 し 外 部 か ら 冷 媒 を 流 入 さ せ る 流 入 口 、 前 記 第 ２ の 上 側 タ ン ク 部 の
他 方 側 の 端 部 と 連 通 し 外 部 へ 冷 媒 を 流 出 さ せ る 流 出 口 を 備 え て 構 成 さ れ る 熱 交 換 器 で あ っ
て 、
　 前 記 流 入 口 の 開 口 面 積 が 、 前 記 流 出 口 の 開 口 面 積 よ り も 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 熱 交 換
器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 流 入 口 の 開 口 中 心 が 、 前 記 流 出 口 の 開 口 中 心 よ り も 上 方 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 記 載 の 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 流 入 口 の 開 口 面 積 が 、 ２ ５ ～ ６ ５ ｍ ｍ 2 の 範 囲 内 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
又 は ２ 記 載 の 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 可 変 容 量 型 圧 縮 機 を 含 ん で 構 成 さ れ る 冷 凍 サ イ ク ル に お い て 用 い ら れ る も の で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 熱 交 換 器 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 冷 凍 サ イ ク ル の 構 成 要 素 と し て 用 い ら れ る エ バ ポ レ ー タ 等 の 熱 交 換 器 に 関 し
、 特 に そ の 熱 交 換 部 の 温 度 分 布 の 均 一 化 を 図 る た め の 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 熱 交 換 器 と し て 、 冷 媒 を 上 下 方 向 に 流 す よ う に 且 つ 通 風 方 向 前 後 に ２ 列 と な る よ
う に 配 さ れ た 複 数 の チ ュ ー ブ 、 前 記 チ ュ ー ブ の 上 端 と 連 通 す る 上 側 タ ン ク 部 、 前 記 チ ュ ー
ブ の 下 端 と 連 通 す る 下 側 タ ン ク 部 等 を 有 し て 構 成 さ れ る ４ パ ス 構 造 の も の が あ る （ 特 許 文
献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の よ う な ４ パ ス 構 造 の 熱 交 換 器 に お い て は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 上 側 タ ン ク
部 １ ０ ０ を 流 れ る 冷 媒 が 、 重 力 の 影 響 に よ っ て 、 冷 媒 流 通 方 向 上 流 側 の チ ュ ー ブ に 多 く 流
れ 、 ま た 下 側 タ ン ク 部 １ ０ １ を 流 れ る 冷 媒 が 、 慣 性 力 の 影 響 に よ っ て 、 冷 媒 流 通 方 向 下 流
側 の チ ュ ー ブ に 多 く 流 れ る 傾 向 が あ る 。 こ の た め 、 第 １ パ ス 部 １ １ ０ の エ リ ア Ａ 、 第 ２ パ
ス 部 １ １ １ の エ リ ア Ｂ 、 第 ３ パ ス 部 １ １ ２ の エ リ ア Ｃ 、 そ し て 第 ４ パ ス 部 １ １ ３ の エ リ ア
Ｄ に お け る 冷 媒 の 流 量 が 少 な く な り 、 こ れ ら の 部 分 の 温 度 が 高 く な り や す い 。 特 に 、 第 １
パ ス 部 １ １ ０ の エ リ ア Ａ と 第 ４ パ ス 部 １ １ ３ の エ リ ア Ｄ と が 通 風 方 向 前 後 に 重 な る こ と に
よ り 生 ず る エ リ ア Ｅ （ 図 ５ （ ｂ ） 参 照 ） は 、 熱 交 換 部 全 体 の 温 度 分 布 を 乱 す 原 因 と な る 。
こ の よ う な 傾 向 は 、 冷 媒 の 低 流 量 時 に お い て 顕 著 に 現 れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 問 題 に 対 処 す る た め に 、 上 記 特 許 文 献 １ 記 載 の 蒸 発 器 に お い て は 、 第 ２ パ ス 部 及 び
第 ４ パ ス 部 の 下 側 タ ン ク 部 に 、 複 数 の 絞 り 穴 を 設 け る こ と に よ り 、 冷 媒 流 量 の 調 整 が 図 ら
れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ７ ４ ３ ８ ８ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る 熱 交 換 器 は 、 タ ン ク の 構 造 が 複 雑 と な る た
め 、 コ ス ト の 増 加 が 避 け ら れ な い と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 上 述 し た よ う な 上 側 タ ン ク 部
に お け る 問 題 、 即 ち 重 力 の 影 響 に よ り 冷 媒 が 手 前 側 に 多 く 流 れ て し ま う こ と へ の 対 処 が 示
さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 コ ス ト の 増 加 を 最 小 限 に 抑 え つ つ 、 よ り 効 率 的 に 温 度 分 布 の 均 一 化
を 図 る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 冷 媒 を 上 下 方 向 に 流 通 さ せ る よ う に 且 つ 通 風 方
向 前 後 に ２ 列 と な る よ う に 複 数 配 さ れ る チ ュ ー ブ 、 前 記 チ ュ ー ブ の 一 方 の 列 の チ ュ ー ブ 群
の 上 端 部 と 連 通 す る 第 １ の 上 側 タ ン ク 部 、 前 記 チ ュ ー ブ の 他 方 の 列 の チ ュ ー ブ 群 の 上 端 部
と 連 通 す る 第 ２ の 上 側 タ ン ク 部 、 前 記 チ ュ ー ブ の 一 方 の 列 の チ ュ ー ブ 群 の 下 端 部 と 連 通 す
る 第 １ の 下 側 タ ン ク 部 、 前 記 チ ュ ー ブ の 他 方 の 列 の チ ュ ー ブ 群 の 下 端 部 と 連 通 す る 第 ２ の
下 側 タ ン ク 部 、 前 記 第 １ の 上 側 タ ン ク 部 と 前 記 第 ２ の 上 側 タ ン ク 部 と の 一 方 側 の 端 部 を 連
通 さ せ る 連 通 路 、 前 記 第 １ の 上 側 タ ン ク 部 及 び 前 記 第 ２ の 上 側 タ ン ク 部 の 略 中 央 部 分 を 仕
切 る 仕 切 り 手 段 、 前 記 第 １ の 上 側 タ ン ク 部 の 他 方 側 の 端 部 と 連 通 し 外 部 か ら 冷 媒 を 流 入 さ
せ る 流 入 口 、 前 記 第 ２ の 上 側 タ ン ク 部 の 他 方 側 の 端 部 と 連 通 し 外 部 へ 冷 媒 を 流 出 さ せ る 流
出 口 を 備 え て 構 成 さ れ る 熱 交 換 器 、 即 ち ４ パ ス 構 造 を 有 す る も の に お い て 、 前 記 流 入 口 の
開 口 面 積 が 、 前 記 流 出 口 の 開 口 面 積 よ り も 小 さ い こ と を 特 徴 と す る も の で あ る （ 請 求 項 １
） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 流 入 口 の 開 口 中 心 が 、 前 記 流 出 口 の 開 口 中 心 よ り も 上 方 に 位 置 し て い る こ と
が 好 ま し い （ 請 求 項 ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 流 入 口 の 開 口 面 積 が 、 ２ ５ ～ ６ ５ ｍ ｍ 2 の 範 囲 内 に あ る こ と が 好 ま し い （ 請
求 項 ３ ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 熱 交 換 器 は 、 可 変 容 量 型 圧 縮 機 を 含 ん で 構 成 さ れ る 冷 凍 サ イ ク ル に お い
て 好 適 に 用 い る こ と が で き る （ 請 求 項 ４ ） 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 の よ う に 、 流 入 口 の 面 積 を 小 さ く 絞 る こ と に よ り 、 冷 媒 の 流 入 時 の 流 速 が 上 が る と
共 に 、 そ の 形 成 位 置 が 通 常 よ り も 上 方 に あ る こ と に よ り 、 第 １ の 上 側 タ ン ク 部 内 に 流 入 し
た 冷 媒 は 、 重 力 に 抗 し て 遠 く ま で 流 れ 、 第 １ パ ス の チ ュ ー ブ 群 に 略 均 等 に 分 配 さ れ る よ う
に な る 。 こ れ に よ り 、 第 １ パ ス 部 に お け る 温 度 分 布 が 略 均 一 と な り 、 通 風 方 向 前 後 の 位 置
関 係 に あ る 第 １ パ ス と 第 ４ パ ス 部 の 高 温 部 が 重 な り 合 う こ と が な く な る た め 、 熱 交 換 部 全
体 の 温 度 分 布 を 均 一 化 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 構 成 は 、 部 品 点 数 の 増 加 を 必 要 と し な
い た め 、 コ ス ト の 増 加 も 最 小 限 に 抑 え ら れ る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 冷 媒 の 低 流 量 時 に お い て
特 に 大 き な 効 果 を 得 る も の で あ る か ら 、 可 変 容 量 型 圧 縮 機 を 備 え る 冷 凍 サ イ ク ル に お い て
、 好 適 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 添 付 し た 図 面 を 参 考 に し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に 示 す 本 実 施 例 に 係 る 熱 交 換 器 １ は 、 冷 凍 サ イ ク ル の 一 部 を 構 成 す る 蒸 発 器 と し て
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用 い ら れ る も の で あ り 、 チ ュ ー ブ ２ 、 フ ィ ン ３ 、 上 側 タ ン ク ４ 、 下 側 タ ン ク ５ 、 エ ン ド プ
レ ー ト ６ ， ７ 、 仕 切 り 板 ８ 、 流 入 口 ９ 、 流 出 口 １ ０ を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 チ ュ ー ブ ２ は 、 ア ル ミ 等 の 素 材 か ら 中 空 且 つ 扁 平 状 に 形 成 さ れ る も の で あ り 、 流 通 方 向
が 上 下 と な る よ う に 、 且 つ 通 風 方 向 前 後 に ２ 列 と な る よ う に 複 数 配 さ れ て お り 、 通 風 方 向
下 流 側 の 列 の 第 １ の チ ュ ー ブ 群 ２ ａ と 、 通 風 方 向 上 流 側 の 列 の 第 ２ の チ ュ ー ブ 群 ２ ｂ と か
ら な っ て い る 。 こ れ ら の チ ュ ー ブ ２ 間 に は 、 ア ル ミ 等 の 素 材 か ら な る コ ル ゲ ー ト 形 状 の フ
ィ ン ３ が 挟 持 さ れ て お り 、 チ ュ ー ブ ２ と フ ィ ン ３ の 積 層 方 向 の 両 端 部 に は 、 そ れ ぞ れ 金 属
板 等 か ら な る エ ン ド プ レ ー ト ６ ， ７ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 側 タ ン ク ４ は 、 前 記 チ ュ ー ブ ２ の 上 端 部 と 連 通 し て お り 、 通 風 方 向 下 流 側 に 形 成 さ れ
た 第 １ の 上 側 タ ン ク 部 ４ ａ 、 通 風 方 向 上 流 側 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 上 側 タ ン ク 部 ４ ｂ 、 第 １
及 び 第 ２ の 上 側 タ ン ク 部 ４ ａ ， ４ ｂ を 流 入 口 ９ 及 び 流 出 口 １ ０ と は 反 対 側 の 端 部 に お い て
連 通 さ せ る 連 通 路 ４ ｃ を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 前 記 第 １ の 上 側 タ ン ク 部 ４ ａ は 、 前 記 第
１ の チ ュ ー ブ 群 ２ ａ と 連 通 し 、 前 記 第 ２ の 上 側 タ ン ク 部 ４ ｂ は 、 前 記 第 ２ の チ ュ ー ブ 群 ２
ｂ と 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 下 側 タ ン ク 部 ５ は 、 前 記 チ ュ ー ブ ２ の 下 端 部 と 連 通 し て お り 、 通 風 方 向 下 流 側 に 形 成 さ
れ た 第 １ の 下 側 タ ン ク 部 ５ ａ 、 通 風 方 向 上 流 側 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 下 側 タ ン ク 部 ５ ｂ を 有
し て 構 成 さ れ て お り 、 第 １ 及 び 第 ２ の 下 側 タ ン ク 部 ５ ａ ， ５ ｂ は 互 い に 連 通 し て い な い 。
前 記 第 １ の 下 側 タ ン ク 部 ５ ａ は 、 前 記 第 １ の チ ュ ー ブ 群 ２ ａ と 連 通 し 、 前 記 第 ２ の 下 側 タ
ン ク 部 ５ ｂ は 、 前 記 第 ２ の チ ュ ー ブ 群 ２ ｂ と 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 仕 切 り 版 ８ は 、 前 記 第 １ の 上 側 タ ン ク 部 ４ ａ 及 び 第 ２ の 上 側 タ ン ク 部 ４ ｂ の 略 中 央 部 を
仕 切 る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 流 入 口 ９ は 、 冷 凍 サ イ ク ル に お い て 減 圧 後 の 冷 媒 を 導 く も の で あ り 、 前 記 第 １ の 上 側 タ
ン ク 部 ４ ａ と 連 通 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 流 出 口 １ ０ は 、 熱 交 換 器 １ 内 部 を 循 環 し た
冷 媒 を 外 部 機 構 （ 圧 縮 機 等 ） へ 導 く も の で あ り 、 前 記 第 ２ の 上 側 タ ン ク 部 ４ ｂ と 連 通 す る
よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 構 成 に よ り 、 冷 媒 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 熱 交 換 器 １ 内 を ４ パ ス の 流 路 を た ど っ て
流 れ る 。 即 ち 、 流 入 路 ９ か ら 流 入 し た 冷 媒 は 、 第 １ の 上 側 タ ン ク 部 ４ ａ → 第 １ の チ ュ ー ブ
群 ２ ａ → 第 １ の 下 側 タ ン ク 部 ５ ａ か ら な る 第 １ パ ス 部 ２ ０ 、 第 １ の 下 側 タ ン ク 部 ５ ａ '→
第 １ の チ ュ ー ブ 群 ２ ａ '→ 第 １ の 上 側 タ ン ク 部 ４ ａ 'か ら な る 第 ２ パ ス 部 ２ １ 、 第 ２ の 上 側
タ ン ク 部 ４ ｂ → 第 ２ の チ ュ ー ブ ２ ｂ → 第 ２ の 下 側 タ ン ク 部 ５ ｂ か ら な る 第 ３ パ ス 部 ２ ２ 、
第 ２ の 下 側 タ ン ク 部 ５ ｂ '→ 第 ２ の チ ュ ー ブ 群 ２ ｂ '→ 第 ２ の 上 側 タ ン ク 部 ４ ｂ 'か ら な る
第 ４ パ ス 部 ２ ３ を 経 て 、 流 出 口 １ ０ か ら 流 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 本 発 明 に 係 る 熱 交 換 器 １ の 流 入 口 ９ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 そ の 直 径 ｄ が 、 流
出 口 １ ０ の 直 径 ｄ 'よ り も 小 さ い と 共 に 、 そ の 開 口 中 心 Ｏ が 、 流 出 口 １ ０ の 開 口 中 心 Ｏ 'よ
り も 、 距 離 ｈ だ け 上 方 に 位 置 し て い る 。 ま た 、 前 記 流 入 口 ９ の 直 径 ｄ は 、 ２ ５ ～ ６ ５ ｍ ｍ
2 の 範 囲 内 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 の よ う に 、 流 入 口 ９ の 面 積 を 小 さ く 絞 る こ と に よ り 、 冷 媒 の 流 入 時 の 流 速 が 上 が る
と 共 に 、 そ の 形 成 位 置 が 通 常 よ り も 上 方 で あ る こ と に よ り 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第
１ パ ス ２ ０ の 第 １ の 上 側 タ ン ク 部 ４ ａ 内 に 流 入 し た 冷 媒 は 、 重 力 に 抗 し て 遠 く ま で 流 れ 、
第 １ の チ ュ ー ブ 群 ２ ａ に 略 均 等 に 分 配 さ れ る よ う に な る 。 こ れ に よ り 、 第 １ パ ス 部 ２ ０ に
お い て 冷 媒 流 量 が 少 な い こ と に よ り 他 の 部 分 よ り も 高 温 と な る エ リ ア Ｘ は 、 従 来 よ り も 極
め て 小 さ く な り 、 通 風 方 向 前 後 の 位 置 関 係 と な る 第 ４ パ ス 部 ２ ３ の 高 温 部 で あ る エ リ ア Ｙ
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と 重 な り 難 く な る た め 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 熱 交 換 部 全 体 の 温 度 分 布 を 均 一 化 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 本 構 成 は 、 部 品 点 数 の 増 加 を 必 要 と せ ず 、 コ ス ト の 増 加 が 最 小 限 に
抑 え ら れ る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 冷 媒 の 低 流 量 時 に お い て 特 に 大 き な 効 果 を 得 る も の で あ る
か ら 、 可 変 容 量 型 圧 縮 機 を 備 え る 冷 凍 サ イ ク ル に お い て 、 好 適 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 コ ス ト の 増 加 を 招 く こ と な く 、 熱 交 換 部 の 温 度 分 布 の
均 一 化 が 図 ら れ た 熱 交 換 器 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 熱 交 換 器 の 構 造 を 示 す 正 面 図 （ 中 央 ） 、 上 面 図 （ 上
方 ） 、 側 面 図 （ 左 横 ） で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 熱 交 換 器 に お け る 冷 媒 の 流 れ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 熱 交 換 器 の 流 入 口 及 び 流 出 口 の 形 状 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 図 ４ （ ａ ） は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 熱 交 換 器 に お け る 冷 媒 の 流 れ の 特 徴 を 示 す 図
で あ り 、 図 ４ （ ｂ ） は 、 当 該 熱 交 換 器 の 温 度 分 布 の 均 一 性 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ （ ａ ） は 、 従 来 の 熱 交 換 器 に お け る 冷 媒 の 流 れ の 特 徴 を 示 す 図 で あ り 、 図 ５
（ ｂ ） は 、 当 該 熱 交 換 器 の 温 度 分 布 の 均 一 性 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ 　 熱 交 換 器
　 ２ 　 チ ュ ー ブ
　 ３ 　 フ ィ ン
　 ４ 　 上 側 タ ン ク
　 ４ ａ 　 第 １ の 上 側 タ ン ク 部
　 ４ ｂ 　 第 ２ の 上 側 タ ン ク 部
　 ５ 　 下 側 タ ン ク
　 ５ ａ 　 第 １ の 下 側 タ ン ク 部
　 ５ ｂ 　 第 ２ の 下 側 タ ン ク 部
　 ９ 　 流 入 口
　 １ ０ 　 流 出 口
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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